











波崎海岸に生育するコウボウムギ (Carex kobomugi Ohwi)と内生細菌の化学的相互作用
の解明 







は Fe が一般植物より高い濃度であることが確認された。また、地上部の成熟葉の N/P
比から N 制限環境であることも示唆された。予備試験の結果より、根内から分離した




Feまたは P制限条件下において、分離した 64菌株の内生細菌のうち 55菌株（85.9％）
に不溶態無機 P 可溶化能と siderophore 産生能が確認された。遺伝子同定の結果、
siderophore産生能が高い株は Bacillus sp. (N-3, 20)及び Streptomyces luteogriseus (N-16)、P
可溶化活性が高い株はPseudomonas fluorescens (Y-6) 及びGram-negative bacterium (Y-20)
であった。両活性が確認された株は Rhizobium sp. (N-24)であった。また、N-16、N-24、
Y-6及び Y-20は N固定能遺伝子 nifHを保持しており、実際の N固定活性は Y-20が最
も高かった。植物ホルモンの一つであるインドール酢酸（IAA）産生能を有する株（N-16、
N-24、及び Y-6）も確認された。以上のことから、コウボウムギの根には不溶態無機 P




進された。また、siderophore 産生能の高い N-20 を接種した際に、地下部における Fe










り glucose、galactose、sucrose、glutamic acid、aspartic acid、proline、valine、alanine、malic 
acid及び citric acidが内生菌株に対して誘引活性を示す候補化合物であると考えられた。
一方、ethyl acetate層には検定糸状菌 Cladosporium herbarumに対して抗糸状菌活性が確





 本研究では、波崎海岸における無機栄養元素 Feならびに Nを獲得するコウボウムギ
と内生細菌における共生系が明らかにされた。本研究で得られた化学的相互作用に関す
る基礎的知見は、植物と微生物共生系を利用した海浜植生の復元や砂防緑化に貢献する
ものと期待される。 
 
 
